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支 部 達 信
させてヽヽたゝだきました。3月 2日 には第
2回役員会議を開催 し各グルーアの研究

会の報告があり,それに付き神父様の御

指導をたまわりましたc其の後次回より

の研究問題及び支音i`会費を月掛30円 の方

法て納入のこと等を決めました。来る6

月8日 1■ は当支部の総会を開′
1生する予定

でこざいますcま だやつと生れたばかり

の当会でこざいますがよちよち乍らも一

歩一歩前進の努力を続け真の会の目的を

達成致 したいと心より望んて居る次第て

こざいますc
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支 部 の皆様 へ お知 らせ

1,会員バッチ13番皆様方の希望投票に

依り最高40票 を以て当選いたしまし
た。

2,総指導司祭,横浜指導司祭,井深会

長,5月下旬より地方支部御巡回下さい

ます事を通知いたしますc

本部役員会

本部に於て5月 14日 ,グ レメントヴオ
ドレ神父様,松村神父様御臨 席 い た ゞ

き,井深会長以下役員 4名 出席,既刊の

機関紙及び本部研修会について検討,会
員バツチ選定,会員番号全国的統一にす
る等種々協議 し4時30分閉会。

大阪教区支部近況

12月 7日 夙川教会に於いて役員会議を
開催 し本部協議会の経過報告に引き続き
毎月の集会の在方について場所,グルー
プ別ぅ内容等を検討致 しました。

12月 18日 神戸地区,又 1月 には阪神地
区にて第 1回集会を開催致 しました。霊

的指導神父様の御示指の元に聖書研究及
び各種の患者の受洗について種々の活発

な討議が行われ共に有意義な時間を過ご
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名市大式簡易保育器

名古屋市立大学医学部術生学教室
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を入れ換える時に1■頭側へはねの1■ て下
さい。 (K),11;度 をJ)げ たい時はフトン
、D上 '1ビ ニールの風呂敷かビニール布を

打||;て 下さいっ

フ トン線までビニールカバー或|ェ フトン

を掛けます。 (D)此の様 |二 すると器内
|ま 外気漏より 2～3度低くな |■ 6～7時

間もちます。 (E)器 内の温度が上 り始
めたらニタンポの水を2個 とも同時に入

換れぇて下さい。 (F)器 内の温度を更
に下げたい時は水の入つたユタンポを3

個入れイ下 さいc

附 名市大式携帯用保育器 本器は54
x35× 33 Cmの 小型保育器て名市大式簡
易保育器と同様に小型の行李とビニール
カバーと支持台よりなる特殊構造のもの
で,換気は理論と実験 |二依つて定

“

られ
た一定の行李の問隙 |こ 依つて行われ,ユ
タンポの代 りに72度前後の湯 r潟

=か
け

の湯)を 入れた 1個の水枕 (耐熱性)を
用いたものです。器内の温度 |ま 外気中で
も約28度に 2時間は保たれ,未熟児を入
れた場合の全重量|=約 6Kgて歩帯 |こ 便利
です。

お願ヽ` 使用上のお気つ
`の

点不明の
点がありましたら名市大西学部行生学教
室へ′

"「

Iら せ下さい。

御  願
JCNA本部会長 井深八重子

昨年の11月 5,6[1両 日の全国協議会で
私共の J.C.N.A.が結成

`れ
てから約 6

カ月!こ なんなんとヽ たヽ します今日,横浜
支部をさきかけに東京,オ L幌 1仙台,名
古屋,大阪,新潟,長崎,鹿 児島と次々
に支部結成の報 |■接つし″′■まヮ

~こ
とは

まこと:こ 御同1芳 イ)至 リイこさ■、ヽま丁。アム
共本部役員といたしましてこんな|こ嬉れ
しいニユース|ま こ

｀
r、 まヽせんЭ

ち互ヽヽ|二 多忙な勤務のかたわらの事で
ごさいます′フイ仲々思うよt,;● 活動|=出

来■せんが,隔 月発行の会報も弟 3号を
F;送 りすイ,こ とが:[l来 ましたcI唯 今は第
4子 も何こか皆様の御期待に汗い得るよ
う.本当|二 皆

`ま
に喜こん

'111け
ろもの

が出来ろよナ
|こ と只管検討 しつ ,ゝ準備

に六童てこ」います。

本部としてや り度いことは際限がなく

あれもこオ1も と思うのイ
|ま ございますが

何をなすにも先立つもの|ょ 資金でこざい

ます。唯今本部は聖母病院の一室をお借
句してはおりますが机も書類入́、れも皆お

借したものばかりで本部所有のものは何
もない状態で何と力ヽ早急に考えねばなら

ず:尚将来ほどうしても本部の独立した
■物を必要と致 します。
皆さまから頂 く会費は只今のところ隔

月発行の会報を本年度まかなう丈にやつ

とといつところてこざいます。去る2月
の本部役員会で之等の現状を話 し合いま
したところ本部が活動にのり出す為には

先ず資金を必要とするのですから今年の

秋の総会まてに役員が率先して少なくと
も10万円の資金を募る事にしてはという
ことで私共まことに微力ながら各日1万
円を目標 |こ全力を捧ける事にいたしまし
た。その為どの様な方法を講 じたらよい
う、 目下困窺いたしているような訳てご
きヽヽまアがこの事につきまして会員の皆
様|こ t出来る範囲て御協力をお願い申し
上げたいのでこざぃますc

何故 J.C.N.A.が結成されたか,結ば
れた目的とスその必要性についてももう
一度よくお考え下さつて,皆 さまも会員
の一人 としてこの会の土台をかたく据え
つ|す る為に必要なる募金運動に一役買つ
て頂き度ヽ`のでごきヽヽます。
会員の皆さま及び毎日お接つしになる

方々子た■・友達からてもたとえ1口 10円
20円 ても結構でございますから集めて頂
くことが出来ましたらどんなに有難いこ
とか解 りません。このように して私共の
一人一人の真心からの喜捨によつて築か
れる士台はゆるぎな く,必ずや天主様の
限 りない御初Tを 受ける事が出来ると存
じますc

皆でまも何かと御入費の多いこととは
存 じますが何卒この点御理解下さヽ まヽし
て御協力をたまわり度 くこ にゝ伏 してお
願い中し上げる次第でございます。
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酸素吸入の場合  (A〕 酸素注入管を
保育器の前角に入れて換気板 の 窓 を開
し,グ ラフに従つて酸素の流量を加減す
れば所要の酸素濃度が得られなす。例え
ば56%の 酸素濃度 |こ するに|ま 毎分3Jの
流量で40分かゝりますが, 毎分 5′ の流
量で10分 Fl, 次で毎分 3′ に切り換えれ
|・

10分で得られます。同様に42%の濃度
は毎分 5′ の流量で 5分 , 次で毎分 2′

に明 i「 換えれはよろしい。 (3)換気板
を閉めるために器内の温度が上ろ時は,

ユタンポを更に適寵包なか,或は 1個取
り出します。

冷房の場合  (A)支持台 (イ )の上
下の1:反 (口 )(ハ )を |」 すして,マ ツト
(二 )′)前後についている長短のビニー
ル布 (ホ )(へ)を マツ トの下に折 り込
み,マ ツトを足側に寄せて敷

=ま
す。

(3)ユ タンポ2個には砕いた水を入る1ま
す。水は 2:貫 |]足 らずてすみます。tc)
次いて赤ちやんを兄側 |こ寄せたマツ トの
上に保温と同様の位置で寝かせ,保温と
同様|こ換気板の外気湿と器内の)||「 度 1の
井のコ盛を枠 C卜 )の基準線 |こ 合わせ ,

和 。英・独

医学看護学用語辞典  付 14♂ 罰3費

li 看 護 教 室
月刊 lξ l」

50円  1年  600円

看 護 学 難 誌
月千」1古E100円  1年 1,200円

助 産 婦 雑 誌
月干」1音「80円  1年 960円

保 健 婦 雑 誌
月千」 1=「 80円  1lF 960円

年極前全読者|二 は綴込ま紙・
誌名,文字入贈星)

東京・文東・本祟:6-卸 医学書院 刊

井 哲 哉
500「1

改 訂 版

軟 訂 販

写真
=説

71:孫鳥手術霧械の準備 ■■T:::■ I・「

■ルカ病院 橋本克城 :∫議与
皇ルカ病院 日[予 坊1重 り]編

新「キ判 570J1800■

看 護 技 術 |―
■
=中

ILし ,:

A5半」 100買 9501¬

5S,6, 2.5

看 護 必 携
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5111日 本力 lヽ リツク看護‐.|」 会第 1□ 協議会費第1日 65名 @100.―
″             第21]62名
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本部会費

本部会費

本部会費

本部会費

73値 @50.―

83名

108名

77名

77名

21名

84考え

4冊 40枚

7名

29名

ノt瞑 卦:|´■ 支こ」

東 京 教 区 支 1:

名下三敦区支ヨ;

横 浜 教 g ttilし

第 1回 協議会記念写真    C15.―
同上送用白角封筒      C15.―
J.C.N.A.横 浜 教 区 支部 本音「会費

′′  東 京 教 区 支音「 本部会費

第 1回 協議会記念写真代追加分
63枚

長江神父様よりの援助金

写真送用白角封筒

J.C.N.A.札 幌 教 区 支部

第 1号 会
=F送

用 包装紙糊

′′  送料 小包40コ

l'1101女

本
=|:会

費    45名
1コ @7.-61■

全1■ ■干虫二就て河野氏に謝礼某子 lt

第 1号 会報 印刷代 (医 学書院支払〕

井深会長写真代及残余金寄附代

シスター・ ベネデイグタ写真代

荒井司教様 援助金

J.C.N.A.バ ンフレツ ト4,000枚  入会申込用紙5,C)00枚

J.C.N.A.仙 台 教 区 支音電 本部会費    15名
′′  大 阪 教 区 支部 本部会費追加分

第 2号 会報送料 15カ 所

J.C.N.A.鹿児島教区天部 本書:会 費    7名 分

第 2号会報印刷代    2,500部
J.C.N,A.四 回教区支部 本部会費    13名
J.C.N.A.積鋲 教区支部 本部会費

領収書返送速達料

郵使切手 (各支部連絡のた,10枚
郵便′ヽガキ (各 支部連絡の為)10枚

便   箋 (   ′′   )1「 li

封   筒 (  ′ア  )1〆
J.C.N.A.四 国 教 区 支剖]本 書:会 費    13名
原稿医学書院発送速達料

J.C.N.A.鹿児島教区支苦lj 本音L会費這力|,  1名
現金封筒         @3.- 3枚
J.C.N.A.四国教区支部 本部会費返全   1し名

′′        ノ′     '=牟 |

藁 半 紙         500タ
ノー lヽ 名簿写    @40.- 2冊
マチツク・ インキ       1コ
第 3号 会辛員 発 )二 費

第 3号 会報 EI]刷 ft    2,500部
会計簿記任          1「 1

J.C.N.A.横浜表区支部 本音lj会 費32年 度追ヵ11 8名
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